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山武地区高齢者ペタンク大会が山武市を会場に開催されました。
前日の雨によりグラウンドの状態が心配されましたが、

怪我人もなく、大いに盛り上がりました。
（関連記事１１ページ）

～よく狙って・・・、それー！～

山武市社会福祉協議会 KIZUNA
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交通遺児援護基金
　千葉県社会福祉協議会では、陸上交通事故等で父
又は母（父又は母に代わる立場にある方を含む）を
失った１８歳未満の遺児及び１８歳未満の遺児のいる
世帯に、見舞金等を支給しています。

【支給金の種類】
⑴見舞金　　１世帯　100,000円
ただし、遺児が２名以上いる世帯については、２人
目から各々50,000円が加算されます。
（遺児となった日から1年以内）

⑵勉学奨励金
　　・小学校に入学する遺児　　30,000円
　　・中学校に入学する遺児　　30,000円
⑶激励金
　　・中学校を卒業する遺児　　60,000円
　　・高等学校を卒業する遺児　60,000円

【手続き】
　対象と思われる方は、社会福祉協議会までご連絡
ください。

～平成27年9月17日から
平成27年12月11日までの受付分～

（順不同・敬称略）
◆お金のご寄附（含む１円玉募金）◆
會田トシエ……………………………………… 30,000円
歌ごえのわ……………………………………… 53,853円
山田建三……………………………………………5,641円
山武市パークゴルフ協会……………………… 17,000円
第10回チャリティゴルフコンペ実行委員会… … 196,280円
米良一子…………………………………………… 590円
第４回チャリティグラウンドゴルフ実行委員会… … 48,112円
吉田幸次郎……………………………………… 50,000円
◆健康福祉まつりの売上金のご寄附◆
かぞく亭………………………………………… 5,000円
手づくりグループＫＡＩ………………………… 5,000円
山武市役所保健福祉部… …………………… 24,700円
明るい社会づくり運動山武支部… …………… 5,300円
ダスキンときがね支店… ……………………… 2,000円
山武市シルバー人材センター…………………… 2,000円
毛糸玉の会……………………………………… 10,000円
◆物品のご寄附◆
俵千賀子…………………………………… 生地・バッグ
匿名…………………………………………………米40kg
◆自動販売機募金◆
サントリービバレッジサービス（株）… …………… 874円
（さんぶの森公園に設置されている自動販売機の販売本数１本につき２円
……寄附されます）

（社会福祉協議会へのご寄附）

　
　
　
　
　
　
ご
あ
い
さ
つ

会
長　

金
杉　

等

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
良
き
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
本
会
に
対
し
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
市
役
所
内
に
生
活
・
就
労
相
談
室
を
設
置
し
て
の
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
と
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
い
う
新

し
い
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

本
年
は
こ
れ
ら
の
事
業
を
積
極
的
に
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
な
が
ら
、
役
職
員
一
同
、
こ
れ
ま
で

以
上
に「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」の
実
現
に
努
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、

一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

輝
か
し
い
新
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り

良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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さんむ成年後見支援センター

　山武市社会福祉協議会（さんむ成年後見支援センター）では法人として成年後見業務を
昨年10月１日からスタートしました。
　さんむ成年後見支援センターでは、認知症や知的障がい、精神障がいなどによって判断
能力が不十分で、自分一人では契約や財産の管理などをすることが難しい方が地域で安心
して暮らせるように、成年後見制度の活用をお手伝いします。

　～以下の事業を行います～

　家庭裁判所の審判に基づき、社会福祉協議会が
法人として後見等を引き受けるものです。
※対象者は、山武市長が申立てをし、他に適切な
成年後見人等が得られない方です。
※引受に際しては、運営委員会に諮った後、社会
福祉協議会長が判断します。

　今後、対象者が増加し、制度を利
用する方が増え、後見人が不足する
ことが見込まれることから、一般市
民の方に活躍して頂けるよう、市民
後見人を養成する研修会を実施しま
す。

　「成年後見制度を利用したいので内容を詳
しく知りたい」「成年後見制度はどんな時に
つかうのか」といった、成年後見制度につ
いて気になることやご相談がありましたら、
お気軽にお問合せください。また、成年後
見制度は、申立てを行う際など、法律的な
知識や判断が必要になるときがあります。
山武市社会福祉協議会では、弁護士による
法律相談日（※要予約）を設けていますの
で併せてご活用ください。

お問合せ先　
さんむ成年後見支援センター

電話　0475 － 82 － 7111

第
2
回
市
民
後
見
人

養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

成
年
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が

十
分
で
な
い
高
齢
者
等
を
保
護
・
支

援
す
る
制
度
で
す
。
現
在
は
、
弁
護

士
等
の
専
門
職
が
業
務
を
担
っ
て
い

ま
す
が
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
に

よ
り
専
門
職
後
見
人
の
不
足
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
地
域
の
実
情
に
詳
し
く
、

き
め
細
や
か
な
対
応
が
期
待
で
き
る

市
民
後
見
人
を
養
成
す
る
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

開
催
日
　

講
座
1
月
17
日
、31
日
、2
月
14
日
、

28
日
、
3
月
6
日
、
実
習
2
日
間

�

【
全
7
日
】

会
　
場

　

山
武
市
成
東
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
方

①
山
武
市
に
在
住
も
し
く
は
勤
務

す
る
25
歳
以
上
の
方

②
民
法
第
８
４
７
条
に
定
め
る
後

見
人
の
欠
格
事
由
に
該
当
し
な

い
方

③
原
則
、
講
座
（
30
時
間
）・
実

習
（
12
時
間
）
の
す
べ
て
に
参

加
で
き
る
方

募
集
期
限　

1
月
8
日
（
金
）

　

詳
し
く
は
、
さ
ん
む
成
年
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー�

（
山
武
市
社
会
福
祉
協

議
会
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

さ
ん
む
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
７
５
（
82
）
７
１
１
１

〇 法人後見の受任

〇 市民後見人の養成 〇 成年後見制度に関する相談



地
域
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
へ
新
鮮
野
菜
を

お
届
け
す
る
喜
び

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 紹 介
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ボランティア活動は私の「生きがい」

　平成４年に東京から主人の実家に引っ越してきて23年。最初に仲間づく

りにと近所の友達に誘われ、「アグリさんむ」（旧生活改善）に入会しました。

千葉県の郷土料理でもある太巻き寿司教室を「広報さんむ」で募集した一般

の人たちや学校の生徒さんたちに教えています。また、保育園の園児には「お

にぎり教室」も行っています。小さいかわいらしい手で作ったおにぎりは何

とも言えず微笑ましいものです。

　社会福祉協議会の個人ボランティアにも登録。子育て支援ではママさんた

ちがさまざまな講座を受けている間、子どもたちを預かり、お話をしたり、

絵本を読んだりしています。傾聴ボランティアでは老人ホームなどに出向き、

入所者の皆さんとの交流を深め、相手のお話を聴いて喜ばれています。

　山武市主催の「介護予防」の講座を受け、内容の濃いものだったので他の

人たちにも広めようと「きらきらさんむ」というボランティアグループを立

ち上げ、認知症予防としてミニストレッチ、タオル体操、脳トレロコモ体操

などをして地域で活動しています。

　また、「いきいきサロン」では年数回、高齢者の皆さんとの交流を目的に

地区のボランティアの人たちとともに知恵をしぼり、メニューを考え、世代

に合った料理を作って和やかな食事会をしています。

　これからも私にできる範囲で無理せず誰からも喜んでいただけるような活

動を続けていきたいと思っています。

　　　　　　　　� 　（個人ボランティア・福祉推進員　　古川　光）

私の動きを真似してくださーい！

脳トレロコモ体操で元気いっぱい！



秋
晴
れ
の
「
ふ
る
さ
と
山
武
市
」
に
集
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
０
人
の
健
康
と
福
祉
の
輪

〜
第
10
回
山
武
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
〜
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10
月
18
日
（
日
）、「
山
武
市
役
所
駐
車
場
・

の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
前
広
場
」
に
お
い
て
、

「
第
10
回
山
武
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
多
く
の
一
般
市
民
に
よ
る
ス
タ
ッ

フ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
、
福
祉
関
係
団
体

の
方
々
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
推
進

員
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
実
行
委
員
会

方
式
で
総
務
班
、
ス
テ
ー
ジ
運
営
班
、
会
場

運
営
班
の
３
班
に
わ
か
れ
て
準
備
を
す
す
め
、

手
作
り
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
爽
や
か
な
日
で
、
来

場
者
は
約
４
０
０
０
人
を
超
え
る
大
盛
況
で

し
た
。

　

今
回
の
ス
テ
ー
ジ
は
「
ふ
る
さ
と
山
武

市
」
の
秋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ス
タ
ッ
フ
手
作
り

に
よ
る
装
飾
で
飾
ら
れ
ま
し
た
。
心
地
よ
い

楽
器
演
奏
、
元
気
な
子
供
た
ち
の
ダ
ン
ス
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
健
康
体
操
、
心
落
ち

着
く
歌
声
、
日
本
舞
踊
か
ら
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

な
ど
な
ど
会
場
の
方
々
も
一
緒
に
歌
い
踊
り
、

赤
十
字
奉
仕
団
で
は
救
急
法
の
紹
介
な
ど
も

あ
り
観
客
席
か
ら
は
終
始
大
勢
の
方
々
の
声

援
が
あ
り
ま
し
た
。

　

企
画
ブ
ー
ス
は
年
々
参
加
が
増
え
て
き

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
地
域
の
団

体
、
当
事
者
団
体
な
ど
に
よ
る
活
動
紹
介
や

季
節
の
農
産
物
販
売
、
米
の
す
く
い
取
り
な

ど
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
、
衣
類
に
ア
ク
セ
サ
リ

ー
、
手
作
り
手
芸
品
な
ど
の
販
売
、
焼
き
芋

や
ラ
ー
メ
ン
の
匂
い
に
は
食
欲
を
そ
そ
ら
れ

た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
山
武
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
Ｓ
Ｕ

Ｎ
ム
シ
く
ん
と
一
緒
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の

方
々
に
よ
る
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
活
動

も
行
わ
れ
て
た
く
さ
ん
の
募
金
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

昼
休
み
に
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
輪
投
げ

大
会
や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ラ
ッ
キ
ー
賞
な
ど
も

あ
り
、
来
場
者
の
方
々
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
さ
れ
た
方
々
も
満
喫
し
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

福
祉
車
輛
及
び
貸
出
物
品
購
入
積
立
金

今
回
積
立
金　

９
７
，
０
０
０
円

（
総
積
立
金　

６
８
７
，
０
０
０
円
）

内
訳
：
企
画
ブ
ー
ス
出
展
料
82
区
画
及
び
ス

テ
ー
ジ
参
加
料
30
団
体

　

そ
の
他
、
ま
つ
り
当
日
の
売
上
金
の
一
部

を
寄
附
金
と
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

…

（
2
ペ
ー
ジ
参
照
）
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珍
し
く
、
葬
儀
場

の
空
に
、
大
き
な
虹

が
か
か
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
實
川
会
長

は
、
美
し
い
虹
と
と

も
に
、

「
あ
と
は
頼
ん
だ
よ
。

頑
張
れ
よ
。」

と
、
旅
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

大
黒
柱
を
突
如
失

っ
た
大
き
な
穴
は
う

め
よ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
開
か
れ
た
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
い
つ
も

と
雰
囲
気
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。
地
区
内
の
三
芳
野

館
に
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
近
所
の
人
た
ち
が
、

三
三
五
五
集
ま
っ
て

き
ま
し
た
が
何
と
な

く
気
が
重
い
よ
う
で

す
。

　

役
員
の
歓
迎
の
挨

拶
の
あ
と
、
賑
や
か

に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
野
菜
の
名

前
を
並
べ
る
ビ
ン
ゴ

で
す
。
最
初
に
、
16

個
の
マ
ス
の
中
に
、

よ
く
思
い
出
し
て
野

菜
の
名
前
を
逐
次
書

き
入
れ
て
い
き
ま
す
。
全
部
書
き
入
れ
た
と
こ
ろ
で

ゲ
ー
ム
開
始
で
す
。

　

司
会
が「
じ
ゃ
が
い
も
」「
に
ん
じ
ん
」「
か
ぼ
ち
ゃ
」

と
、
大
き
な
声
で
読
み
上
げ
、
そ
れ
に
合
っ
て
い

る
野
菜
が
あ
っ
た
ら

○
を
つ
け
て
い
き
ま

す
。
縦
か
横
、斜
め
、

い
ず
れ
か
に
揃
え
ば

上
が
り
で
す
。
人
よ

り
早
く
上
が
っ
て
賞

品
を
貰
う
と
大
喜
び

で
す（
写
真
①
）。
み

ん
な
童
心
に
返
っ
た

よ
う
に
大
は
し
ゃ
ぎ

で
す
。
こ
れ
は
、
亡

く
な
っ
た
實
川
会
長

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
あ
っ
て
、
よ
う
や
く
元
気
が
出
て

き
ま
し
た
。

　

次
は
、
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。
悲
し
い
か
な
、
機
械
の

具
合
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
役
員
の
機
転
で
し
ば
し

お
茶
の
時
間
で
す（
写
真
②
）。
そ
の
う
ち
、
機
械
の

調
子
も
戻
り
、
賑
や
か
な
カ
ラ
オ
ケ
の
開
始
。
気
分

よ
く
曲
に
の
っ
て
い
る

人
、
歌
手
の
よ
う
に
人

に
聞
か
せ
る
人
、
唄
の

間
奏
に
合
わ
せ
て
踊
り

出
す
人
、
ひ
と
そ
れ
ぞ

れ
さ
ま
ざ
ま
で
す（
写

真
③
）。
な
か
な
か
の

役
者
揃
い
で
大
変
な
盛

り
上
が
り
で
し
た（
写

真
④
）。

　

マ
イ
ク
不
調
の
ハ
プ

ニ
ン
グ
を
乗
り
越
え
て

サ
ロ
ン
が
無
事
終
わ
っ

た
安
堵
か
ら
み
ん
な
の

気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ

た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
急
逝
し

た
實
川
会
長
の｢

一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

心｣

を
モ
ッ
ト
ー
に
社

協
の
充
実
発
展
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
再
会
を

約
束
し
て
解
散
と
な
り

ま
し
た
。

（
豊
岡
地
区
社
協
福
祉
推
進
員　

江
口　

矩
子
）

山武地域福祉バザー～たくさんの善意を寄せて～

實川会長を偲んで 野菜ビンゴとカラオケで楽しいサロン

山武地域
　

去
る
11
月
３

日
、
さ
ん
ぶ
の

森
中
央
体
育
館

に
て
山
武
地
域

４
地
区
社
協
恒

例
の
福
祉
バ
ザ

ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
前
日

の
寒
さ
と
早
朝

の
雨
も
嘘
の
よ

う
な
好
天
に
恵

ま
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
会
場
は
熱
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
外
で
は
、
農
家
の
方
々
が
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
た
旬
の
野
菜
が
登
場
し
、
焼
き
そ
ば

や
フ
ラ
ン
ク
等
の
模
擬
店
も
揃
い
、
み
ん
な
大

忙
し
で
し
た
。

　

会
場
内
売
場
で
は
、
衣
類
、
寝
具
、
食
器
類
、

日
用
雑
貨
、
洗
剤
、
手
工
芸
品
、
鉢
物
等
々
並

べ
ら
れ
、
開
場
を
待
つ
長
蛇
の
列
の
人
々
が
10

時
開
場
の
合
図
と
と
も
に
な
だ
れ
込
み
、
い
ち

早
く
目
指
す
品
物
へ
駆
け
寄
り
、
買
う
人
も
売

る
人
も
て
ん
て
こ
舞
い
・
・
・
。

　

ひ
と
し
き
り
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
る
と
、
今
度
は

じ
っ
く
り
品
定
め
へ
と
目
は
移
っ
て
い
き
ま
す
。

　

生
活
が
多
様
化
し
て
い
る
昨
今
、
提
供
さ
れ

る
物
品
が
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
多
く
の
善
意
と
そ
れ
を
必
要
と
し
て
買
っ
て

く
だ
さ
る
人
が
い
て
、
も
た
ら
さ
れ
た
収
益
が

福
祉
に
還
元
さ
れ
る
。

　

バ
ザ
ー
の
意
義
を
改
め
て
思
い
起
こ
さ
せ
て

く
れ
た
一
日
で
し
た
。

（
睦
岡
地
区
社
協
福
祉
推
進
員　

佐
藤　

玉
子
）

生前の實川会長

①

②
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珍
し
く
、
葬
儀
場

の
空
に
、
大
き
な
虹

が
か
か
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
實
川
会
長

は
、
美
し
い
虹
と
と

も
に
、

「
あ
と
は
頼
ん
だ
よ
。

頑
張
れ
よ
。」

と
、
旅
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

大
黒
柱
を
突
如
失

っ
た
大
き
な
穴
は
う

め
よ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
開
か
れ
た
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
い
つ
も

と
雰
囲
気
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。
地
区
内
の
三
芳
野

館
に
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
近
所
の
人
た
ち
が
、

三
三
五
五
集
ま
っ
て

き
ま
し
た
が
何
と
な

く
気
が
重
い
よ
う
で

す
。

　

役
員
の
歓
迎
の
挨

拶
の
あ
と
、
賑
や
か

に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
野
菜
の
名

前
を
並
べ
る
ビ
ン
ゴ

で
す
。
最
初
に
、
16

個
の
マ
ス
の
中
に
、

よ
く
思
い
出
し
て
野

菜
の
名
前
を
逐
次
書

き
入
れ
て
い
き
ま
す
。
全
部
書
き
入
れ
た
と
こ
ろ
で

ゲ
ー
ム
開
始
で
す
。

　

司
会
が「
じ
ゃ
が
い
も
」「
に
ん
じ
ん
」「
か
ぼ
ち
ゃ
」

と
、
大
き
な
声
で
読
み
上
げ
、
そ
れ
に
合
っ
て
い

る
野
菜
が
あ
っ
た
ら

○
を
つ
け
て
い
き
ま

す
。
縦
か
横
、斜
め
、

い
ず
れ
か
に
揃
え
ば

上
が
り
で
す
。
人
よ

り
早
く
上
が
っ
て
賞

品
を
貰
う
と
大
喜
び

で
す（
写
真
①
）。
み

ん
な
童
心
に
返
っ
た

よ
う
に
大
は
し
ゃ
ぎ

で
す
。
こ
れ
は
、
亡

く
な
っ
た
實
川
会
長

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
あ
っ
て
、
よ
う
や
く
元
気
が
出
て

き
ま
し
た
。

　

次
は
、
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。
悲
し
い
か
な
、
機
械
の

具
合
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
役
員
の
機
転
で
し
ば
し

お
茶
の
時
間
で
す（
写
真
②
）。
そ
の
う
ち
、
機
械
の

調
子
も
戻
り
、
賑
や
か
な
カ
ラ
オ
ケ
の
開
始
。
気
分

よ
く
曲
に
の
っ
て
い
る

人
、
歌
手
の
よ
う
に
人

に
聞
か
せ
る
人
、
唄
の

間
奏
に
合
わ
せ
て
踊
り

出
す
人
、
ひ
と
そ
れ
ぞ

れ
さ
ま
ざ
ま
で
す（
写

真
③
）。
な
か
な
か
の

役
者
揃
い
で
大
変
な
盛

り
上
が
り
で
し
た（
写

真
④
）。

　

マ
イ
ク
不
調
の
ハ
プ

ニ
ン
グ
を
乗
り
越
え
て

サ
ロ
ン
が
無
事
終
わ
っ

た
安
堵
か
ら
み
ん
な
の

気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ

た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
急
逝
し

た
實
川
会
長
の｢

一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

心｣

を
モ
ッ
ト
ー
に
社

協
の
充
実
発
展
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
再
会
を

約
束
し
て
解
散
と
な
り

ま
し
た
。

（
豊
岡
地
区
社
協
福
祉
推
進
員　

江
口　

矩
子
）

　

６
月
、
私
た
ち
は
日
帰
り
旅
行
を
実
施
し
ま

し
た
。当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
笑
い
声
と
お
し
ゃ
べ
り
で
お
天
気
の

方
は
全
く
気
に
な
ら
ず
、「
佐
原
水
生
植
物
園
」

内
を
車
椅
子
の
方
や
杖
歩
行
の
方
を
気
遣
い
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
ま
し
た
。
場
所
を
変

え
る
と
今
で
は
珍
し
い
メ
ダ
カ
や
金
魚
も
い
て

話
し
か
け
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

再
度
バ
ス
に
乗
っ
て
発
車
オ
ー
ラ
イ
！
昼
食

の
和
食
に
舌
鼓
を
打
ち
、
み
ん
な
の「
全
品
お

い
し
い
ね
」、「
満
足
満
足
」と
お
腹
を
さ
す
っ
て

い
る
姿
を
見
て
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、「
香
取
神
宮
」に
到
着
。
参
道
の
木
々
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
神
殿
に
向
か
い
、「
家
内
安
全
」

や「
交
通
安
全
」、「
健
康
維
持
」な
ど
丁
寧
に
頭

を
下
げ
て
祈
願
し
ま
し
た
。

　

帰
り
の
車
中
で
は
名
物
の「
お
団
子
」を
ほ
お

ば
り
、「
道
の
駅
」で
思
い
思
い
の
お
土
産
を
求

め
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。
事
故
も
な
く
一
日

が
過
ぎ
、
み
ん
な
の
胸
に
楽
し
い
一
日
の
思
い

出
が
残
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
25
日

に
は
区
民

館
で
南
九
区

ゴ
ー
ル
ド
ク

ラ
ブ
と
合
同

の
敬
老
会
を

開
催
。
太
巻

き
寿
司
を
始

め
、
さ
ま
ざ

ま
な
ご
馳
走

を
作
っ
て
食

事
会
を
し
ま

し
た
。
紅
白
の

長
寿
の
お
饅
頭

を
渡
し
て
健
康

を
喜
び
合
い
ま

し
た
。
不
参
加

の
人
た
ち
に
は

お
饅
頭
を
持
っ

て
訪
問
し
、
無

事
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も

み
ん
な
元
気
で
集
ま
れ
る
サ
ロ
ン
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
南
九
区
い
き
い
き
サ
ロ
ン　

土
屋　

美
恵
子
）

　

前
号
（
第
38
号
）で
紹
介
し
た
道
の
駅
「
オ
ラ

イ
は
す
ぬ
ま
」か
ら
海
岸
へ
と
続
く
沿
道
の
花

壇
の
花
が
満
開
で
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

松尾地域

蓮沼地域 みんな元気で集まれるサロン

②

③④
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11
月
27
日
に
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ

ザ
を
会
場
に
、
第
10
回
山
武
市
社
会
福
祉
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
節
目
と
な
る
第
10
回
大
会
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
山
武

南
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
大
会
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
社
会
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
集

い
、
こ
れ
ま
で
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ

れ
た
方
々
の
表
彰
を
は
じ
め
、「
み
ん
な
で

助
け
合
い
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
小
中
学
生
か
ら
募

集
し
た
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
の
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

も
の
ま
ね
・
演
芸
家
の
江
戸
家
小
猫
氏
に

よ
る
講
演
で
は
、
病
気
と
向
き
合
い
な
が
ら

家
業
の
「
動
物
も
の
ま
ね
芸
」
を
受
け
継
い

だ
経
験
を
基
に
楽
し
く
生
き
る
コ
ツ
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
の
途
中
に
度
々

織
り
混
ぜ
ら
れ
た
動
物
の
鳴
き
真
似
も
大
好

評
で
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

表
彰
・
受
賞
さ
れ
た
方
々
及
び
作
品
等
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
者

《
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
》	

奧
秋　

朝
子	

（
山
武
地
域
）

《
地
区
福
祉
推
進
員
功
労
者
》	

伊
藤　

芳
德	

（
南
郷
地
区
）

長
谷
川　

衛	

（
南
郷
地
区
）

平
山　

静
子	

（
南
郷
地
区
）

能
勢　

信
子	

（
南
郷
地
区
）

唐
笠　

敏
美	

（
鳴
浜
地
区
）

三
浦　

和
子	

（
山
武
北
地
区
）

小
川　

恵
子	

（
山
武
北
地
区
）

越
川　

藤
洋	

（
山
武
北
地
区
）

土
屋　

美
惠
子	

（
蓮
沼
岡
地
区
）

土
屋　

や
す
江	

（
蓮
沼
岡
地
区
）

川
島　

静
子	

（
蓮
沼
浜
地
区
）

並
木　

と
き
子	

（
豊
岡
地
区
）

渡
邉　

伴
三	

（
大
平
地
区
）

萩
原　

公
男	

（
大
平
地
区
）

篠
原　

元	

（
大
平
地
区
）

《
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
役
職
員
功
労
者
》

鈴
木　

愛
伯　
（
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
）

小
川　

憲
治　
（
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
）

上
條　

千
恵
子（
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
）

土
屋　

博
子　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
松
苑
）

津
田　

道
子　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
松
苑
）

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
贈
呈
者

《
寄
附
者
》	

三
者
合
同
山
武
芸
能
発
表
祭	

（
山
武
地
域
）

會
田　

ト
シ
エ	
（
成
東
地
域
）

齋
藤　

和
雄	

（
成
東
地
域
）

吉
田　

幸
次
郎	

（
山
武
地
域
）

《
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
退
任
者
》

故　

鬼
島　

武
雄	

（
成
東
地
域
）

《
福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
協
力
会
員
退
会
者
》

市
原　

好
枝	

（
成
東
地
域
）

柴
﨑　

昌
亮	

（
成
東
地
域
）

小
高　

光
子	

（
蓮
沼
地
域
）

伊
藤　

政
一	

（
蓮
沼
地
域
）

《
地
区
福
祉
推
進
員
》	

熱
田　

倫
子	

（
成
東
地
区
）

田
村　

悦
子	

（
成
東
地
区
）

小
﨑　

千
惠
子	

（
成
東
地
区
）

八
角　

八
重
子	

（
大
富
地
区
）

笹
川　

征
年	

（
大
富
地
区
）

成
川　

一
男	

（
鳴
浜
地
区
）

髙
𣘺　

恒
久	

（
鳴
浜
地
区
）

若
林　

清
文	

（
緑
海
地
区
）

佐
藤　

良
子	

（
松
尾
地
区
）

佐
瀬　

静
子	

（
松
尾
地
区
）

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
》	

環
境
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
ん
む（
成
東
地
域
）

し
ぜ
ん
め
ぐ
り
し
隊　
（
山
武
地
域
）

尾
髙　

信
夫	

（
成
東
地
域
）

後
藤　

玲
子	

（
山
武
地
域
）

《
会
員（
会
費
）加
入
優
良
区
・
自
治
会
》	

早
船
北
区

上
里
区

高
松
自
治
会

北
麻
生
区

横
田
墨
塚
自
治
会	

山
武
市
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
者

《
活
動
功
労
者
》	

	

川
﨑　

紀
子	

（
愛
宕
台
睦
会
）

小
倉　

み
つ
子	

（
小
泉
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

岩
澤　

勝
夫	

（
美
杉
野
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

布
留
川　

欣
市	

（
森
西
部
ク
ラ
ブ
）	

黒
田　

勝	

（
琴
平
長
寿
会
）	

岩
澤　

と
り	

（
松
寿
会
）	

小
林　

ト
キ	

（
さ
く
ら
会
）

《
優
良
ク
ラ
ブ
》	

	

宮
前
い
き
い
き
ク
ラ
ブ（
会
長　

百
岡　

正
八
）

小
泉
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ（
会
長　

川
島　

俶
子
）

日
向
台
ク
ラ
ブ	

（
会
長　

長
島　

良
雄
）

寿
生
会	

（
会
長　

行
木　

す
み
江
）

中
根
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ（
会
長　

石
𣘺　

春
枝
）

《
感
謝
状
贈
呈
者
》		

土
屋　

史
子	

（
成
東
支
部
）

❖ 

ポ
ス
タ
ー
の
部      

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◆
最
優
秀
賞

◆
優
秀
賞

伊東　翔梧
（日向小 3年）

山口 隼（日向小5年）

髙橋 未来（山武北小5年）

小川 七海（南郷小6年）

辺野喜 璃子（睦岡小6年）

片岡 咲希（日向小4年）

海保 民都（睦岡小4年）井野 陽波（南郷小5年）

「
地
域
ぐ
る
み
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
・
作
文
」受
賞
者

第
10
回
山
武
市
社
会
福
祉
大
会

一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
力
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❖ 

作
文
の
部 

◆
最
優
秀
賞

　

私
の
住
む

蓮
沼

◆
最
優
秀
賞

共
に
生
き
る

ま
ち
づ
く
り

　

私
の
住
む
蓮
沼
は
、海
が
近
く
に
あ
っ
て
、田
畑

が
多
く
、自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。蓮
沼
に
は
、

自
ま
ん
し
た
く
な
る
い
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。そ
の
中
で
も
、私
が
思
う
一
番
い
い
と
こ

ろ
は
、地
域
の
人
み
ん
な
が
や
さ
し
く
、困
っ
た
時

に
は
助
け
合
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
二
年
生
の
こ
ろ
、母
は
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。仕
事
の
あ
と
、妹
た
ち
を
保
育
園
に
む
か
え

に
行
っ
て
か
ら
帰
っ
て
来
る
ま
で
の
間
、私
は
家

で
一
人
で
し
た
。さ
び
し
か
っ
た
け
れ
ど
、そ
ん
な

時
、と
な
り
の
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
家
に
来
て

一
緒
に
い
て
く
れ
た
の
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、雨
が
降
っ
て
、家
に
誰
も
い
な
い

時
は
、洗
た
く
物
を
と
り
こ
ん
で
、き
れ
い
に
た
た

ん
で
あ
ず
か
っ
て
お
い
て
く
れ
た
り
、私
た
ち
の

た
ん
生
日
に
は
、

「
お
め
で
と
う
。」

と
、言
い
に
来
て
く
れ
た
り
も
し
ま
す
。私
に
と
っ

て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、身
近
で
頼
り
に
な
る
存
在

で
す
。

　

夏
に
な
る
と
毎
年
、家
の
前
に
住
ん
で
い
る
お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
採
り
た
て
の
ト

マ
ト
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。い
つ
も
、

「
け
ん
か
し
な
い
で
食
べ
る
ん
だ
よ
。」

と
言
い
な
が
ら
た
く
さ
ん
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。

お
正
月
に
は
、手
作
り
の
も
ち
を
お
す
そ
わ
け
し

て
く
れ
ま
し
た
。ト
マ
ト
も
、お
も
ち
も
、と
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。い
つ
も
家
ぞ
く
で
お
い
し

く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

登
下
校
中
に
地
域
の
方
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、

「
一
人
な
の
？
」

と
、言
っ
て
、途
中
ま
で
一
緒
に
歩
い
て
く
れ
ま
す
。

一
人
で
歩
く
の
は
と
て
も
心
細
い
け
れ
ど
、誰
か

が
一
緒
に
い
て
く
れ
る
だ
け
で
さ
び
し
く
な
く
な

り
ま
す
。帰
り
道
に
会
っ
た
時
は
、

「
お
か
え
り
。」

と
、笑
顔
で
言
っ
て
く
れ
ま
す
。初
め
て
言
わ
れ
た

時
は
、ど
う
答
え
れ
ば
い
い
の
か
、ど
う
し
て
家
で

も
な
い
の
に「
お
か
え
り
」な
の
か
、よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、今
で
は「
お
か
え
り
」と
い

う
言
葉
か
ら
、や
さ
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。通
学
路
に
、子
ど
も
一
一
〇
番
の
家
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら
も
、わ
た
し
た
ち
を
大
事

に
し
て
く
れ
て
い
る
や
さ
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、蓮
沼
の
地
域
の
人
は
、わ
た
し
た

ち
の
こ
と
を
、ま
る
で
自
分
の
子
ど
も
の
よ
う
に
、

家
ぞ
く
の
よ
う
に
思
っ
て
接
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
お
か
げ
で
私
は
、安
心
し
て
楽
し
く
生
活
し

て
い
ま
す
。私
は
、地
域
の
人
た
ち
の
お
世
話
に
な

り
っ
ぱ
な
し
な
の
で
、少
し
で
も
手
助
け
に
な
る

こ
と
を
し
た
い
で
す
。そ
し
て
大
好
き
な
蓮
沼
を
、

今
よ
り
も
も
っ
と
い
い
と
こ
ろ
に
し
た
い
で
す
。

　

福
祉
と
聞
く
と
、「
お
年
寄
り
」の
存
在
が
思
い
浮

か
び
ま
す
。私
は
登
下
校
の
際
、ほ
ぼ
毎
日
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
お
年
寄
り
の
方
を
見
か
け
ま
す
。登
校

時
、私
が
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、み
な
さ
ん
と
て
も

元
気
な
声
で「
お
は
よ
う
。い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
ま
す
。私
は
そ
の

元
気
な
あ
い
さ
つ
を
聞
く
と
、「
今
日
も
一
日
が
ん

ば
ろ
う
。」と
思
え
ま
す
。ま
た
、戦
争
の
お
話
な
ど

そ
の
時
代
を
生
き
た
方
だ
か
ら
こ
そ
、聞
け
る
貴
重

な
お
話
も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、私
達
は
お
年

寄
り
の
方
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
た
り
、学
ぶ
べ
き
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
昔
の
子
ど
も
と
比
べ
て
、お
年
寄
り
の

方
と
の
ふ
れ
あ
い
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、

自
分
か
ら
お
年
寄
り
の
方
に
話
し
か
け
て
い
る
人

や
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
人
を
見
か
け
る
場
面
が

少
な
く
感
じ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、特
に
、一
人
で
暮
ら
し
て

い
る
高
齢
者
の
方
な
ど
は
、若
い
人
と
接
す
る
機
会

が
自
然
と
減
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
方

た
ち
の
た
め
に
も
、私
達
の
よ
う
な
若
い
世
代
と
お

年
寄
り
の
方
々
と
の
交
流
の
場
が
こ
れ
か
ら
先
と

て
も
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
小
学
生
の
と
き
、地
域
の
お
年
寄
り
の
方

に
昔
の
遊
び
を
教
え
て
も
ら
う
と
い
う
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。い
つ
も
の
自
分
達
の
遊
び
と
は
違
う
、

色
々
な
知
ら
な
い
道
具
を
使
っ
た
遊
び
方
な
ど
を

教
え
て
も
ら
い
、と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し

た
。そ
れ
と
共
に
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、一
生
懸
命
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
お
年
寄
り
の

方
々
と
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
生
徒
た
ち
が
み
ん
な
と

て
も
幸
せ
そ
う
な
笑
顔
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

福
祉
と
い
う
言
葉
は
、「
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら

し
て
ほ
し
い
。」そ
ん
な
人
々
の
思
い
や
り
か
ら
生

ま
れ
た
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。「
笑
う
門
に
は
福
来

た
る
。」と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、私
達
の
よ
う

な
若
い
人
達
は
も
ち
ろ
ん
、お
年
寄
り
の
方
ま
で
笑

顔
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
っ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に

も
先
程
述
べ
た
よ
う
に
、お
年
寄
り
の
方
々
と
若
い

世
代
の
人
々
の
交
流
が
こ
れ
か
ら
も
っ
と
増
え
た

ら
な
と
思
い
ま
す
。

　

き
っ
と
お
年
寄
り
の
方
々
は
、私
達
よ
り
長
く
生

き
て
き
た
な
か
で
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
経
験
や
昔
の
生
活
の

様
子
を
お
年
寄
り
の
方
々
か
ら
直
接
聞
く
こ
と
に

よ
っ
て
私
達
も
何
か
生
き
る
う
え
で
の
ヒ
ン
ト
を

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。も
し
、こ

の
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、ご
近
所
の
農
作
業
な
ど
を
し
て
い
る
お

年
寄
り
の
方
々
に
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、

声
か
け
を
し
て
、よ
り
世
代
間
の
関
係
を
深
め
て
い

き
た
い
で
す
。自
分
の
ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
が
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
に
つ
な
が
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。私
は
、ど
ん
な
世
代
の
方
で
も
安
心
し

て
楽
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
、そ
ん
な
ま
ち
に

な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

片平 クレア
（蓮沼小 6年）

佐々木 七海
（成東東中 3年）

❖ 

標
語
の
部

◆
最
優
秀
賞

あ
い
さ
つ
で
　
増
や
し
繋
ご
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
心
感

◆
優
秀
賞

咲
か
せ
よ
う
　
笑
顔
の
タ
ネ
を
　
山
武
市
で

　
　

成
東
東
中　

２
年　

加
藤　

翔
大

「
大
丈
夫
？
」　
あ
な
た
の
笑
顔
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
か
を
救
う

　
　
蓮
沼
中　

１
年　

伊
藤　

麻
衣

一
人
の
と
き
は
手
伝
っ
て
　

　
　
　
　
　
思
い
や
る
心
　
大
切
だ
ね

　
　
南
郷
小　

６
年　

笹
川　
　

萌

大
丈
夫
？
　
ち
ょ
っ
と
一
言
　
か
け
て
み
る

　
　

鳴
浜
小　

６
年　

鈴
木　

裕
友

広
げ
よ
う
　
み
ん
な
の
ま
ち
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
の
え
が
お

　
　

日
向
小　

５
年　

永
山
ひ
か
り

声
か
け
て
　
み
ん
な
で
見
守
る
　
福
祉
の
目

　
　

蓮
沼
小　

５
年　

安
良　

優
希

み
ん
な
の
手
で
　
未
来
へ
届
け
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輝
く
笑
顔

　
　

松
尾
小　

６
年　

石
橋　
　

歩

◆
優
秀
賞

助
け
合
う
気
持
ち
と
あ
り
が
と
う
の
一
言

　
　

南
郷
小　

６
年　

篠
崎　

七
星

わ
た
し
の
周
り
の
親
切
な
人
た
ち	

　
　

日
向
小　

６
年　

山
河　

萌
音

図
書
館
で
は
お
静
か
に

　
　

松
尾
小　

５
年　

永
松　

真
紘

藤代　裕貴
（松尾中 2年）



受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

第
65
回
千
葉
県
社
会
福
祉
大
会

　

昨
年
11
月
13
日
、
青
葉
の
森
公
園
芸
術
文

化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◆
千
葉
県
知
事
表
彰
◆

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　

齊
藤　

章
子
（
知
的
障
害
者
相
談
員
）

　

金
澤　

文
子
（
社
会
福
祉
施
設
職
員
及
び

　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
事
業
団
体
役
職
員
）

◆
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
◆

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

　

川
面　

貞
雄　

�

（
成
東
地
域
）

　

飯
岡　

き
い　

�

（
松
尾
地
域
）

社
会
福
祉
施
設
・
団
体
関
係
役
職
員
功
労
者

　

越
川　

真
理
子
（
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

佐
々
木　

裕
子
（
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

小
沼　

啓
一　

�

（
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

遠
山　

み
よ�　
（
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

優
良
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

支
部
（
地
区
）
功
労
者

　

日
向
西
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

�

（
会
長　

山
之
口　

國
雄
）

◆
千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状
◆

共
同
募
金
優
良
地
区
・
団
体

　

宿
中
区
（
山
武
地
域
）

　

東
本
郷
区
（
山
武
地
域
）

　

武
勝
区
（
山
武
地
域
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
受
賞
者
の
皆

さ
ん
と
事
務
局
で
「
第
41
回
県
民
福

祉
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
講
師
は
東
京
農
業
大
学

名
誉
教
授
で
あ
る
小
泉
武
夫
氏
。「
小

泉
式　

食
べ
物
養
生
訓
」
と
い
う
こ

と
で
、「
食
」
を
通
じ
た
健
康
や
老

化
防
止
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
お
け

る
食
の
大
切
さ
や
元
気
で
い
ら
れ
る

食
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
大
変
興
味

深
い
お
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

10社協会報

第10回チャリティゴルフコンペの開催
今年も皆さんナイスショット！
　10月22日（木）新千葉カントリー倶楽部を会場に第１０
回山武市社会福祉協議会チャリティゴルフコンペを開催
しました。
　当日は絶好のゴルフ日和で、チャリティーホールでは多
くの皆様にご協力いただき、たくさんのご寄付をいただき
ました。（２ページ参照）

●大会結果（敬称略）　参加者109名
　優　勝　藤田�好宏
　準優勝　伊藤�政男
　第三位　三角�義和
　女性の部　
　優　勝　小川�京子
●協賛企業（順不同、敬称略）
　梅一輪酒造株式会社
　大髙醤油株式会社
　有限会社津留八
　守屋酒造株式会社
　花の友株式会社
　合資会社寒菊銘醸
　二木ゴルフ東金店

第4回チャリティ
グラウンドゴルフ大会

　11月11日（水）チャリティグラウンドゴルフ大
会を成東総合運動公園にて開催しました。季
節外れの台風により天気が不安定の中、231
名の皆さんにご参加いただきました。
　本大会は、参加費の一部をチャリティとして
本会の福祉車両、貸出物品の購入に活用させ
ていただいております。（２ページ参照）

●大会結果（敬称略）
　優　勝　小池�三江（成東）
　準優勝　小山�和夫（成東）
　第三位　宮本�俊郎（松尾）
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親子遠足に
行ってきました！

　

山
武
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
永
田
乙
彦
会
長
）
主
催
の
「
平
成

27
年
度
山
武
地
区
高
齢
者
ペ
タ
ン
ク

大
会
」
が
11
月
19
日
（
木
）
、
成
東

総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
今

年
も
山
武
市
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
鈴
木
愛
伯
会
長
）
が
開
催
担
当

で
、
山
武
郡
内
よ
り
選
ば
れ
た
15
チ

ー
ム
が
出
場
し
熱
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。

　

山
武
市
か
ら
は
、
市
の
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
宮
前
Ｂ
・
Ｄ
（
成
東
）
と

五
和
会
（
松
尾
）
の
計
３
チ
ー
ム
が

エ
ン
ト
リ
ー
。

　

午
前
の
予
選
リ

ー
グ
で
は
、
宮
前

Ｂ
・
Ｄ
両
チ
ー
ム

が
健
闘
し
揃
っ
て

予
選
１
位
通
過
。

午
後
か
ら
の
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ

進
み
ま
し
た
。

　

両
チ
ー
ム
と
も
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１

回
戦
を
勝
ち
進
み
、

迎
え
た
準
決
勝
で

惜
し
く
も
１
点
及
ば
ず
決
勝
に
は
進

め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
見
事
３
位
と

４
位
入
賞
を
果
た
し
、
上
位
５
チ
ー

ム
に
贈
ら
れ
る
来
年
３
月
の
県
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

出
場
チ
ー
ム

▽
東
金
市
３
チ
ー
ム（
12
人
）

▽
山
武
市
３
チ
ー
ム（
12
人
）

▽
大
網
白
里
市
３
チ
ー
ム（
12
人
）

▽
九
十
九
里
町
３
チ
ー
ム（
12
人
）

▽
芝
山
町
３
チ
ー
ム（
10
人
）

大
会
成
績

▽
優　

勝　

東
金
Ｃ（
東
金
市
）

▽
準
優
勝　

東
金
Ａ（
東
金
市
）

▽
第
３
位　

宮
前
Ｂ（
山
武
市
）

▽
第
４
位　

宮
前
Ｄ（
山
武
市
）

▽
第
５
位　

山
辺
ク
ラ
ブ

…
（
大
網
白
里
市
）

　
　
（
女
性
活
動
部
会　

秋
葉　

昭
子
）

　朝晩、急に冷え込むようになりました。大人は厚
着をしがちですが、マザーズの子ども達は薄着でも
元気いっぱい。楽しく遊び、学んでいます。
　先日、今年度最後の園外保育で、葛西臨海水族園
へ親子遠足に出かけました。最高の遠足日和となり、
バスの中では、みんなで手遊びをしたり歌ったりお
やつを食べたりと、葛西までの道のりがあっという
間でした。
　水族園では色とりどりの魚、復活したまぐろの泳
ぎ、サメ、深海魚、ペンギンなど、それぞれ親子で
時間いっぱい見てまわりました。
　レストランでお昼ご飯を食べて、おみやげ屋さん
で欲しい物を買ってもらい、子ども達は笑顔いっぱ
い、楽しい１日となりました。

マザーズホームだより



●●●●●●●●●●●心 配 ご と 相 談 所 開 設 日 程
一般相談

予約・問合せ先

弁護士相談「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約は必要ありません。受付は午後4時までです。）

場所
実施月

第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

1月 5日 12日 19日 26日
2月 2日 9 日 16日 23日
3月 1日 8 日 15日 22日

●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。相談は1回20分までです。）

場所
実施月

第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

1月 6日 13日 20日 27日
2月 3日 10日 17日 24日
3月 2日 9 日 16日 23日

法律的な悩みは、こちらで相談してください。

開設場所
成東会場 : 成東老人福祉センター　　松尾会場 : 松尾 IT 保健福祉センター
山武会場 : 山武福祉センター　　　　蓮沼会場 : 蓮沼保健センター

山武市社会福祉協議会　☎０４７５（８２）７１０２

編
集
発
行

社会福祉法人  山武市社会福祉協議会
〒289-1306  山武市白幡1627（成東老人福祉センター内）
電話 ： 0475（82）7102　FAX ： 0475（82）7318
Eメール ： sammushakyo@etude.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ： http://sammushakyo.sakura.ne.jp （住民基本台帳法一部改正により、外国人住民も含んだ人数へと変更になりました。）

人
口
動
向

市の人口
男
女

５４,２００人
２７,１２６人
２７,０７４人

男
女

１６,４５１人
７,３５６人
９,０９５人

65歳以上

平成２７年１２月1日現在

高齢化率

（前回より0.3％増）
30.3％

参加者募集

　あけましておめでとうございます。
　新年を迎えたばかりですが、平成27年度
も残すところ３ヶ月となりました。健康福
祉まつり（関連記事５ページ）や社会福祉大
会（関連記事８～９ページ）など、盛りだく
さんな秋が過ぎ去り、少しゆっくりしたい

ところではありますが、良い形で今年度を
締め括るためにも「お正月気分」は３日で終
了。再び日々の業務に全力で取り組み、平成
28年度につなげていければと思います。
	 （事務局）

みんなの介護スクール

福祉用具を上手に使って介護の負担を少なくしよう！
　

今回は、“自宅での介護をより簡単に行うための福祉用具”について学びます。
ご自宅で介護をしているご家族の方、介護に関心のある方など、どなたでも
参加ください。お待ちしております。

開 催 日　　２月27日 （土）
時　　間　　午前９時30分 ～ 12時
場　　所　　成東老人福祉センター　　（山武市白幡１６２７）
内　　容　　～体験してみよう福祉用具～福祉用具についての講習会・展示
講　　師　　福祉用具専門相談員
参 加 費　　無　　料

参加申込・問合せ先　山武市社会福祉協議会山武連絡所　TEL 0475-89-2111

＊	当日の送迎についてもご相談ください	＊


